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アジアのコーン需給予測

早川 治・伊東正一*・ 亀山 宏
**

(「 1本人学・壕L取大学・
**香
川大学)

Forecast′ lk)r Corn in Asia(OSanlu llayakawa, ShOiChi ltO, lliroslll

1.は じめに
アジア諸国の経済成長、特に中国、アジアNII]s、

ASEAN諸国は顕著な経済成長をとげ、1993年

には世界のGDPの 9%,世界貿易額の 17%を 占めるに至つて
いる。しかし、90年代中盤を過ぎるとア

ジア各国の成長率は通貨
。金融危機を契機として大きく下方屈折した。

98年のアジア各国の実質GD

Pは初めてのマイナス成長(‐ 0.3°/o)に落ち込み、中L14を
除けば‐5.0°/oの大幅な減少になる。とく

に通

貨 。金融危機の影響が大きいインドネ
シア、タイ、マレーシア、韓国は記録的な

マイナスとなつて

いる。

トウモロコシ (以 下、コーンと表す)の消費構造は、人間
が直接食用として消費する分と飼料用

もしくは食品加工用原料として消費される分と
があるが、そのいずれも国内消費経済の変化から受

ける影響は大きい。が、それにも関わらず、ア
ジア諸|¬における近年の経済成長は停滞傾向

にある

ものの依然としてその需要力は強い。

アジア諸国のコーン消費量は、飼料用需要の増大
から60年の3千万 トンから90年代には1.8億万ト

ンヘ6倍に1曽加している。アジア諸国以外の伸び率
2.2倍 と比較すればきわめて突出していることが

明らかである。世界に占めるアジアの消費量
はこの間に12%から33%へ、輸入量は60年の200万 トン

から90年代半ばには3.5千万 トン
ヘ15倍に拡大し、世界に占める割合は実に50%に達している。

アジ

[R]rり姦詔ま猛1警み、
)鸞ぶ雪質:詳詰:総淵潔製ξ玩釜実憮

な穀物需給のアンバランスが想定される。

本報告の目的は、以上の諸点からアジア
におけるコーン(食用

。飼料用)の生産、流通の現状をLt界

最大の輸出国であるアメリカと比較しながら
把握し、需要体系の仮説を提唱することにある。

なお、

穀物データは米国農務省 (USl)A)の PS&ID Vicw(Junc ll,199())〔
5〕 、人[|データは米国セン

サス局のInternational Dat`a Basc(II)B)〔
4〕 を使用した。

2.ア ジアにおけるコーンの生産・消費及び貿易の形態

1)ζ
γ勇琶冠里得Z31じ あ五樫饗電乱雀量は、各国間の消費構造や経済状

況によつて大きく変

わることが予測される。とりわけ経済成長が著し
いアジア諸国では消費のパターンが大きく変化し

ている。

そこでまず生産量と消費量の推移を第 1図で検証し
てみたい。座標 Iは生産量と消費量のいずれ

もがそれぞれ増加している領域であるが、そ
のうち座標 I-1は消費量の伸びが国内生産量の伸び
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た、座標 Iにありながら、生産 hiと消費量の伸び率が低い国々としてフイリ
ピン、インド、中国が

ある。これらの国ではそれぞれの伸び率そのものは低率であるも
のの国内生産量と消費量が均衡に

拡大していることを示している。

座標 Hは、消費量が増加 したにもかかわらず生産量が縮小した領域である。こ
こには日本、マレ

ーシアの 2ヶ国が位置する。日本は60年以降ほぼ均等に消費量の増大がみられる反面、
生産量が大

消

費

量

の

伸

び

率

米 国

60      100  生産量の伸嗜罰       180
注 )■ ■‐■‐日は各60,70,80,90年 代の平均値を表サ

資料 )米 国農務省 (uSDA)IPS&D VicW,Junc ll,1999

第 1図 年代別コーン需給伸び率の類型
(1960年間平均=100)

きく後退 したことが読みとれ、日本の加工型畜産の進展が顕著
に表れている。マレーシアでは、80

年代から90年代にかけて生産量が大きく後退 したにもかかわらず消費
量が拡大したことが読みとれ

る。

座標 HIは生産量、消費量ともに減少した領域であ り、また領域
Ⅳは生産が増加、消費が減少した

領域を示しているが、いずれの領域にもアジア諸国には該当国
はない。

以上のことから、アジア諸国の4L産量と消費量の拡大はおおよそ次
の 3類型に整理できる。第一

は消費の拡大が生産のそれを大きく凌駕する国で台湾、タイ、韓国
である。いずれの国も畜産が大

きく発展した国であり、コーンの消費が家畜用飼料として消費さ
れたことが明らかである。第二は

生産量、消費量ともに拡大しているものの、その拡大率が小さ
い国で、ベ トナム、フイリピン、イ

ンド、中国である。第二は消費量の拡大が生産量の拡大を上回
つている国で、日本、マレーシアで

ある。

2)畜産の進展とコーンの飼料仕向け消費
コーンの消費は、食用 (加工用を含む)と して直接人間が消費する食用仕向 (直接消費)と

主に

家畜用飼料仕向 (間接消費)の二つのパターンがある。先に明らかにしたよ
うに、消費量が大きく

拡大した台湾、韓国、日本ではアジア諸国の中でも
一人当たりの消費量は際だつて多いことが判る

(第 2図 )。 しかも、そのほとんどが飼料用仕向として消費されており、
タイ、台湾、マレーシア

では90%以上の消費量が飼料用として使われている。中国、フイリピンでも近年では消費量
の60%

以上が、またインドネシア、インドでも飼料用仕向率が上昇す
る傾向を示しており、アジア諸国に

おける畜産の発展が裏fNlけ られている。

しかし、こうした国々のうち飼料仕向率の高い国々では90年代
に入つて飼料仕向率が鈍化する傾

1(生 産 増 、消 費 増 )
1-1(生 産く

'肖

■ )
1-2(生 産 >'肖 ■ )

Π (生 産 議 、消 費 増 )

■ (生 産 滅 、消 費 減 )

V(生 産 増 、消 費 減 )
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向がみられる。アジアの経済不況の影響、畜産の後退あるいは配合飼料の直接輸入によるものかは、

その要因分析は今後の課題として残される。
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注 )■ ‐口‐■‐日は各 60,70,80,90年 代 の 平 均 値 を表す

資 料 )米 国 農 務 省 (USDA):PS&D Vicw,Junc ll,1999

第 2図 コーンの飼料仕向率と一人当たり総消費量

輸 入 比 率 (輸 入 ■′供 給 ■ )

注 )口 ■ 口 ●は 各 60,70,80,90年 代 の 平 均 値 を 表 す

資 料 )米 国 晨 務 省 (UsDA):理 コL2J iCW,June ll,1999

第 3図 輸入比率と飼料比率の関係
3)コ ーンの輸入と飼料仕向け
国内生産量よりも消費量が上回つている日本、マレーシア、台湾、タイ、韓国のうち、マレーシ

ア、台湾、日本、韓国はコーンの輸入比率がきわめて大きい (第 3図 )。 明らかに、飼料仕向用コ

ーンの増大は輸入コーンによつて補われていることを示しており、いわゆる加工型畜産が展開して

いるといえる。一方、飼料仕向率の高かつたタイでは、輸入比率が小さいことから、国産コーンの

飼料仕向が多いことが明らかとなった。さらに中国、フイリピンも同様の傾向にあるといえる。
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一方、インドはアジア諸国の中ではコーンの消費量がきわめて少ないが、年々飼料仕向率が向上

しており、直接消費よりも間接消費が続くものと思われる。

3.国際市場経済下の生産構造
コメ、コムギ、コーン及びダイズの国際価格は70年代に一時的に暴騰はしたものの、それ以後は

年代を追つて値下がりしている。物価上昇分を考慮した実質価格 (ドル建て)でみると、90年代の

価格水準は60年代の半値以下に下落している 〔3〕 。市場価格は90年代の中期において一時的に上昇

はしたものの、近年は値下がりの方向に進んでおり、99年は一層の値下がりが予測されている。そ

れだけに、輸出国間の市場争いは

'lt烈

なものになると同時に、アメリカの穀物市場戦略は価格競争

を通じて激烈になることが予想される 〔5〕 。

国際貿易の輸出国のうち、上位 4ヶ国のシェアをみると、コーンは他の穀物に比ベアメリカが圧

倒的なシェアを占めている (92～ 96年平均66.3%)〔 6〕 。一方、アジアにおけるコーンの貿易シエ

アは輸出では 1割強を占めるにすぎないが、輸入においては過去40年間の間に急激な上昇を続け、

近年では半分近 くを占めるに至つている。それだけにアジアのコーン需要は域外の供給に依存じ、

アジア域内の生産は域外とりわけアメリカからの輸出攻勢に圧倒されていることを物語つている。

こうした傾向は、アメリカの農業政策 (FAIR)に よつてその勢いがさらに強化され、さらに国内価

格を下回る国際価格の低水準からこのままではアジアの域外依存はさらに拡大するものと予想され

る 〔′1〕 。

4.ま とめと課題
コーンの消費構造を明らかにするためにまず一人当たりの所得と消費量の関係を考えてみよう

(図 4の下図)。 コーンの消費は、基本的には人間が直接食用として消費する分と家畜用飼料
。食

品工業原料・種子などの問接的消費分とに区分されるが、この場合、長期的にみれば所得水準が低

い段階においては人間の直接消費が大部分を占める (Iの領域)。 その後、経済発展が進み、一人

当たり所得が増大し、消費生活が多様化するに従つて直接消費が緩やかに減少する一方で、問接消

費が増大していく (Hの領域)。 さらに所得が増大 していくと、安全性や健康上の問題から間接消

費が減少に転じる段階を迎えると考えられる。

人 口増 加 率 /供 給 量 増 加 率

間 接 消 費

直 接 消 費

一 人 当たり所 得

第4図 世界のコーン消費構造
次に人口と供給量の関係を考えてみよう (図 4の上図 )。 所得の増大とともに食生活の多様化が

進み、畜産物への需要が増大するなかで、人口と消費量の増加関係によつて、コーンもしくは畜産

の
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、さらに分析が必要となる。

1鶴 正一 '大田克洋 :『食料白書』「変貌す
る世界のコメ経済 :一一生産

。消費・流通の最

質男鷲再属ぎ蟄坪塩魁毒藁彰F説」ご醤
｀
古
)婚

寧ァメリカの新農納『鰈雛済』訳騰ヽ Ю%

賃:]亀通 菫輔 l階場経済化のなかの食料自給戦略
―中国」『 WTO体 制下の食糧農業戦略』農

モ 鳥 」 :跳 急 u ofぬe censu、 助
dJお n DMdoL hterna● Ond Data BasQ Verdon 9806,Junc

1998.
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